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　　　　　　　　　　 目　的

　衝動性と利己性とは、それぞれ自己制御選択場面 と協

力選択場面とい う、個人内 ・個人間とい う異なる文脈で

の選好の 1つ である。 こ こでは、衝動性と利己性 の それ

ぞれを遅延割引 ・社会割引とい う価値割引の観点から定

量化して比較できると考えた。

　本稿では、遅延に よる価値割引と共有に よる価f酪 U引
が どちらも双曲線関数とい う同型の 関数に よ っ て記述で

き る とい うこ と（Rachlin，　 Raineri， ＆ Cross，1991；
Rachhn，1993）、 遅延割引と協力選択の 間に関係が見ら

れたこ と（Hards＆ Madden，2002）か ら遅延割引と社会

割引の 間に も関係がある と仮説を立て た 。 そ して、質問

紙調査によっ て遅延割引と社会割引を測定する こ とで そ

の関係を明らか に し、 そ こか ら衝動性と利己性の 関係を

導き出す こ とを目的とする。具体的には 、 主観的等価点

や双曲線関数に基づ く割引率に つ い て遅延割引と社会割

引との 間の相関を調べ る こ とで、それらが類似したプロ

セスであるかどうかを検討する。

　　　　　　　　　　 方 法

　大学生 106 名（男性 55名、女性 51名）に対 して調査を

行 っ た 。 遅延割引に関して は、「今もらえる 8 万円」 と

F遅延後に もらえ る 13 万円」 間の選択、社会割引に関

しでは 「1人で もらえる 1万円」と 「面識の無い N 人と

自分とで もらえる 13万円」問 の選択を行っ た。遅延は 2
週間〜50年後の 25 段階、共有人数は 1〜25人の 25段
階で変化した。

　また、参加者には、2 つ の選択肢の うちの どちらかを

必ず選沢しなければならない こ と、そ して社会害1矧 の選

択場面で は 、 集団で得た報酬は各入に分配する こ とはで

きない こ とを教示 として与えた。設問数は 1ペー
ジに 25

問で 、 各割引要因に おい て参加者内で上昇 ・下降系列 の

両方を行っ た。遅延割引質問紙 と社会割引質問紙の実施

順序は参加者間で カウン ターバ ラン ス した 。

　　　　　　　　　　 結 果

　質問紙調査に よっ て得られ た等価点から双曲線関数式

に基づき割引率を算出し、遅延割引率 と社会割引率に つ

い て ピア ソ ン の 積率相関係数を求めた。その結果、

1 ⊆ O．405（pく0．05）とい う有意な正 の 相 関関係が得られた

（図 1）。

　　　　　　　　　　 考 察

　本研究の結果は、衝動性の高い 人は利己性 も高い こ と

を示唆する。これは 、 価値割引とい う枠組みが衝動性と

利己性とい う異なる文脈における概念の関係を比較する

の に有用である こ とを示して い るが、今回は相関関係が

得られたものの、そ の因果関係につ い て は言及されてい

ない 。 また各割引が類似したもの であるならば、社会割

引におい て も同様に選好逆転や報酬量効果が見 られ るの

か、さ らには質問紙法ではな く学習場面におい て も同様

の結果が得られるか どうか に つ い ては、今後検討す べ き

課題である。
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図 1，質 問 紙 か ら得 られ た割 引率 の 散 布 図 （1。g）
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